
鶴川リハビリテーション病院

回復期病棟

療養病棟

訪問リハビリ

通所リハビリ

介護予防事業（訪問）

難病患者訪問評価
（市から委託）

地域活動
（転倒予防教室等）



回復期と生活期が充実した
「鶴川リハビリテーション病院」

 所在地：東京都町田市三輪町１１２９

（最寄駅：小田急線鶴川駅）

最寄駅から送迎バスで１０分

新宿から急行で約３０分

町田市は東京都と神奈川県の境目です⇒

 病床数：回復期６０床・療養病棟６０床（在宅復帰機能強化）

 スタッフ数：ＰＴ１８名、ＯＴ１５名、ＳＴ６名、助手３名

 リハ医：１名（非常勤） 整形外科医：２名（非常勤）

精神科医：１名（非常勤）

東京都

神奈川県川崎市
・横浜市

神奈川県
相模原市



リハビリ室（ＰＴ・ＯＴ・
ＳＴは同一スペースなので
情報交換がしやすい！）

ＰＴスペース

ＯＴスペース

ＳＴ室



病棟（２Ｆ回復期）

窓が大きく明るい病室

食堂・談話室

スタッフステーション付近



屋上には院内保育園を完備！
お子さん専用のお庭もあります。



リハビリテーション科の理念

 リハビリテーションにより

「その人らしさ」を再獲得し、「納得・満足できる生活」
を取り戻す。

 これらを達成する為に、入院、訪問、通所、地域活動な
ど様々な取り組みを行っています。

回復期病棟

療養病棟

訪問リハビリ

通所リハビリ

介護予防事業（訪問）

難病患者訪問評価
（市から委託）

地域活動
（介護予防教室等）



当院のリハビリテーション科の業務をご
紹介させていただきます。

 入院は「回復期リハ病棟」と「手厚いリハビリを行う療養
病棟」

 在宅サービスは「訪問リハビリ」と「通所リハビリ」が

あります。

 幅広いリハビリテーションで地域へ貢献していきます。



特徴１：回復期リハビリテーション病棟

 リハ専門医、整形外科医、精神科医等が在籍し、

専門的な診察・指示が受けられる。

 新型の装具、電気刺激装置（IVES、ｼﾞｪﾝﾄﾙｽﾃｨﾑ、ﾊﾞｲﾀﾙｽﾃｨﾑ等）、

嚥下評価用内視鏡（ＶＥ）、高精度体成分分析装置（In body S10）などを完備。

 定期的なカンファレンスと、家屋評価、屋外訓練などを丁寧に行います。

 ２～３ヶ月間の集中的なリハビリを実施し、ＡＤＬ・ＱＯＬを高めます。



特徴２：療養病棟は「在宅復帰機能の強
化」と「手厚いリハビリ」

 自宅復帰率5割以上の在宅復帰機能強化加算を算定。自宅復帰機
能を高めています。

 療養病棟でも平日は毎日リハビリを実施。手厚い個別リハビリを
実施。

 目的は「自宅に帰る」「トイレは自分でしたい」「身体が固くな
るのは嫌だ」など様々。個人に合わせた内容や量を設定します。

 機能訓練以外の時間として、行事やレクを多く行います。（月に
１回大規模なレクを実施）※感染症の流行期は実施しません。



行事やレクリエーションが充実① ※コロナ前

節分イベント（お面作り・豆まき）

運動会（玉入れ） かるた大会

クリスマス会



行事やレクリエーションが充実②

園芸（朝顔）

ゲーム大会

調理レク（クッキー）

季節の飾り作り

https://ameblo.jp/tsuru-re-ha/image-12218383879-13795122954.html


特徴３：訪問リハビリ・通所リハビリで
周辺地域をカバーします

 在宅サービス：退院した患者様や地域の方への
リハビリの提供の充実を進めています。

利用者宅で行う訪問リハビリ 通いで行う通所リハビリ



特徴４：訪問リハ・通所リハの経験者が多く、
在宅生活を知る療法士が多い。

 療法士の半数近くが訪問リハや通所リハの経験者。その経
験を、退院指導・住宅改修や職員教育に反映させます。



特徴５：個人に合わせた教育体制

 基本を教え、経験を伝えます。

 教育担当者が日々の振り返り（フィードバック）を手厚く
実施します。個人に合わせた内容を丁寧に。

 全体では症例検討や手技の伝達、勉強会の開催など。

 新人は約１年で基本を習得します。

 研修費補助制度あり。



設備・機材面の充実
例１）車椅子・ＡＤＬ設備・各種評価用具など
※特に車いす・高次脳検査は様々な種類をそろえてあります。
写真は一例です。 ＢＩＴ：

行動性無視検査
ＢＡＤＳ：
遂行機能障害検査

ＳＤＳＡ：
脳卒中ドライバー
スクリーニング評価

多彩な車いす
左）チルトリクライニング
右）タイプが異なる普通型

キッチンスペース



例２）ドライビングシミュレーター完備！
自動車運転評価が行えます。



例３）下肢装具の充実を進めています！
多彩な種類やサイズを揃えるようにしています。

長下肢装具

短下肢装具

特殊なタイプ
左）タマラック継手付きで背屈ができるシューホン
右）オルトップ。全長が短いタイプ。

金属支柱 プラスチックタイプ

左）ゲイトイノベーション
右）スタンダードタイプ

装具+電気刺激も
実施可能です。



対象疾患等

 回復期病棟：脳血管障害が５割、運動器疾患が４割、廃用症候群が１割

（発症から１～２か月の患者が中心）

 療養病棟：脳血管障害が５割、運動器疾患が２割、廃用症候群が３割

（発症３か月から半年程度の患者が多い）

※上記は呼吸器疾患、心疾患、悪性腫瘍などの合併を含む

 通所リハビリ・訪問リハビリ：多種多様な疾患

5

4

1
回復期

脳血管 運動器 廃用

5

2

3

療養

脳血管 運動器 廃用



スタッフ構成

 ＰＴ：１８名（男性６名、女性１２名）

 ＯＴ：１５名（男性６名、女性９名）

 ＳＴ：６名（男性２名、女性４名）

 助手：３名（女性３名）

４０歳以上、３０歳代、２０歳代のバランスがとれた職場です。



多くの若手・中堅スタッフが活躍しています！
※全員新人から勤務しているスタッフです。

７年目・ＯＴ
療養病棟担当
（新人より当院在籍）

８年目・ＰＴ
回復期リハ病棟担当
（新人より当院在籍）

８年目・ＰＴ
療養病棟担当・訪問担当歴あり
（新人より当院在籍）

７年目・ＳＴ
療養病棟担当
（新人より当院在籍）

６年目・ＰＴ
回復期リハ病棟担当
（新人より当院在籍）



充実したリハビリで「その人らしさ」を
取り戻します！

 入院リハや在宅サービスで地域に貢献して頂ける療法士を募集しています！

 担当業務は応相談。お気軽にお問合せ下さい！見学は随時受け付けています。

 問い合わせ先：鶴川リハビリテーション病院 リハビリ科 科長 遠藤

 y-endou@tsurukawareha.or.jp 044-988-2322（代表）

mailto:y-endou@tsurukawareha.or.jp
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